
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

長年の難病で腹部手術が繰り返された縫合不全状態のＡさん

（30 歳代女性）。家は病院から遠く、夫の面会は少ない上に、

早朝の仕事のためすぐ帰ってしまう。 

Ａさんは家族のことをあまり話さない。 

そんな中で急性心不全が起き、気管挿管となってしまった。 

想定外の病状悪化の中で、家族情報も少なく、 

家族に関われないままとなってしまった。 

誰にどのように支援をしたらよかったのか、 

考え込んでしまった。 

●開催日時● 

2013 年 6 月 29 日（土） 

13：00～16：00 

●場所● 

東海大学伊勢原キャンパス 

3 号館 511 教室 

場所が普段と異なりますので 

ご注意下さい 

●アクセス● 

小田急小田原線「伊勢原駅」下車 

徒歩 20 分バス 10 分（東海大学病院下車） 

●問合せ先● 

0463-93-1121（代表） 担当；井上 

●研究会ホームページ● 

http://kazokuns.ihs.u-tokai.ac.jp 

メールアドレス：kazoku@tokai-u.jp 

6月の事例：家族の「情報」がないケース 

家族情報とは、何の目的で得ることなのか、
ディスカッションします。 

 
 


